
無毒 状變 異 性 結 核 菌株(S.T.)ヲ抗 元 トス ル全 免

疫 元(Squalogen)ノ 臨牀 實 験

一主 トシテ急性肺炎性疾息二就 テ

東京都中野國立療養所 鴻 上 慶 治 郎

緒 言

目下 ノ如 キ経 濟 非 常時 二直 面 シテ當 機 關 誌 ノ制

限 紙 面 内 ニ於 テハ 、 實 験 内 容 ノ詳 細 ナ 嚢 表 ハ不 可

能 デ アノ%從 ツ テ、 鼓 ニ ハ唯 其 ノ 要 黙 ノ ミ ヲ摘述

シ、 著 者 ノ創 始 者 機 ヲ確 保 ス ル意 味 二止 メ 詳 細 ナ

ル 蛮 衷 ハ後 日追 ツテ他 ノ誌 二譲 ルレ｡著 者 ハ襲 二著

者 ノ創 見 二係 ノ・SqUalin(C,oHso)ヲ 結 核 罹 患 有

機 生髄 二非 経 日的 二 使 用 スルレコ トニ因 ツテ 、其 ノ

流血中 ヨリ1種 ノ完全二無毒歌Lナ ツタ結核菌株

ヲ分離培養 シ之 ヲ餅丁・菌株 ト指樗 シタ｡之 二依ル

結核補髄結合反鷹ノ實験等二就テハ余及追試者晶

依 ツテ度々公盗サ レタ｡本 貿験二使用 シタ"wqual-

ogenハS.T.菌 株ヲ「アルカリ」卵黄水培地二襲育

セシメテ著者所定 ノ法 ニョツテ製出サ レタモノデ

ア ルレOk

ISqualogenノ 牲 朕一 般 卜其 用法 及用 途等

Sgualogenハ1種 ノ 加 熱 元 デ、培 地 成 分b共 二 、

之 二襲 育 セル 菌 嘘 ノ少 藪 卜、 菌 ノ新 陳 代 謝 性盟 外

毒 素 及鰻 内 性 毒 素 性物 質 トヲ完 全 ニ包 含 ス ルレ全抗

元 デ ア ル｡S瓜 菌 株 ノ 由來 ヲ仔 細 二探 求 ス レバ1

種 ノ憂 異 性 結 核 菌 デ アル ガ、此 ノ様 態 二在 ツテ ハ

砂 ク トモ海 猫 累代 直 接 通 過 接 種 實 験 敷 代 二 及 プ マ

デ ハ完 全 二無 毒 猷 デSaProphytischデ ア ル㌔ 從 ツテ 、

Squalogenハ1面 カ ラ観 レバ 特 殊 性 デ、 他 面 カ ラ

云 ヘ バ 非 特 殊 性 二最 モ近 接 シタ 歌 態 デ、 特 殊 卜非

特 殊 ノ 雨域 二跨 リ、各 其 ノ有 効 性 因子 ヲ多 分 二包

含 セル モ ノ ト惟 ハル%而 カ モ結 核 性疾 患 ノ如 キ ニ
マ

樹 シテハ、有毒性定型的結核菌株ヲ抗元 トスノレ免

疫 元 ノ如 キ過 敏 元的 作 用 ハ殆 ド認 メ ナ イ｡ξSqua｡

10genノ 特 性 二就 テ 概 括 スル ト、 長 期 保 存 二堪 エ

ルレコ ト、極 度 二耐 熱 性 デ アル コ ト、非 特 殊 卜特 殊

性 ノ雨 域 二跨 ル全 免 疫 元 二類 スル参モ ノ ダ カ ラ、結

核 性 疾 患 ヲ始 メ ト シテ 各 種 細 菌 性 熱 性 疾 患 、 虚 弱

髄 質 等 二 使 甫 シテ 奏 効顯 著 デ アル ガ 、特 二急 性 肺
ノ

炎 、就 中 、眞 性 急 性 肺 炎 ノ如 キ ハ悉 クー 學 二 帥減

治癒 二到 ラ シ ム1レモ ノ デ アノレ｡Squalogenハ 有 機 生

髄 二封 シテ ハ 、急 性 的 ニ モ慢 性 的 ニ モ何 等 忌 ム可

キ 中毒 乃 至副 作 用 ヲ認 メ ナ イ｡叉 特 二禁 忌 ト思 バ

レル 疾 患 モ+イ｡Squalogenハ 経 日的 二使 用 ス レ

バ殆 ド効 果 ヲ認 メ ナ イ｡ 、}

II臨 淋上急牲肺炎=Squalogenガ 治効ラ示ス機韓ノ

考察 卜検討

文献上ノ業績或ハ實地臨鉢上カラ観テ急性肺炎

ハ或ノし程度結核病ヲ誘襲セシムル結核菌 ト密接ナ

閣係ノ有ルモノ ト推測 シテ間違 イガナイ｡即 チ結

核菌膿或ハ其ノ毒素性物質或 ハソレ等ノ反慮性第

2次 的産生物(抗 麗ノ如キ)Pt或 ノレ程度生髄内二存

在或ハ之二依 ツテ冤疫サ レタ猷態デハ、念性肺炎

ノ盤 ガ抑制サ レテ起 兎 雅 定出來ルレ.從 ツテ

共ノ推定二基イテ、著者 ハ、念性肺炎 性疾患ヲ防

止 ス ル 、 或 ハ 既 二嚢 生 シタ モ ノ ヲ治癒 セ シメル 目

的 デ、有 毒 性 結 核 菌 株 ヲ「アル カ リ」卵 黄 水 培 地 昌

嚢 育 セ シメ 、之 ヲChamberland濾 過 管 玩 デ完 全

二菌 燈 ヲ除 去 シタ 濾 液 ヲ假 リニKogamigenト 名

附 ケ テ念 性 肺 炎 性 疾 患 二 使 用 シテ ヰタ ガ 可成 リ著

効 ヲ認 メ タ揚 合 ガ屡 々 ア ツタ｡斯 カ ルレ経 緯 ダ カ ラ

只 今SqUalO`肌 ヲ念 性 肺 炎 ノ治 剤 トシ テ試 ミタ コ

トハ 、 強 チ】耕i新無 關 係 ナ業 績 デハ ナ イo何 トナ レ
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バ 、從 來 古 ク著 者 ノ試 用 シタ所 謂Kogamigenト

本 業績 二指 稽 ス ルSqUalogenト ハ結 局 菌 株 ノ相 違

デ、 前 者 パ典 型 的 有毒 結 核 菌 ヲ使 用 シタ ニ反 シテ

後 巻 ハ無 毒 歌 攣 異 性結 核菌 株 デ アル ゴ トダガ 、 ソ

ノ 雨 者 聞 ニ ハ、切 ツテ モ切 レ ヌ深 イ因縁 ノ存 在 ス

ル コ5ハ 云 フ マ デ モナ イ｡択 、醜 ツテ 、Kogamigen

卜Squalogenト ノ 急性 肺 炎 二封 スル 治効 ヲ比 較 ス

.ル ト其 ノ 雨者 聞 二 雲泥 萬 里 、 天地 審 壌 ノ差 異 ガ ア

ノレ｡其 ノ 治効 ノ相 違 ヲ惹 キ起 ス因擦 ハ1ツ ニ懸 ツ

テ菌 株 ノ相 異 ニ ア ル｡前 者 ハ治 効的 因子 ノ畿 生 二

乏 シク、 後者 ハ完 全 ニ シテ充 分 ナル ガ爲 デ アル｡

Squalogenガ 念 性 肺 炎 二封 シテ 、 原 子爆 弾 的 即滅

的 紳 効 ヲ現 ス コ、トハ、其 ノ様 相 カ ラ槻 テ、主 ト シテ

SqualogeR内 二溶 存 セル 有 効 性物 質 ガ直 接 力或 ハ

ソ レニ因 ツテ 生髄 内 二 第 二次 的 工嚢 生 サ レタ物 質

二 因 ル モ ノ ト云 ツテ ヨ イ｡次 二Squalogenガ 急 性

肺 炎 ニ治 効 ヲ牧 メ ルProzetz或 ハMechanismusヲ

臨 林 上 カ ラ観 ル ト、SqUalogen移 入 二因 ル 闇接 的

第2次 因 子 ノ作 用 二基 クモ ノ ト速 断 シ難 イlffア

ル｡寧 戸直接 病 原骨飯 或 ハ其 ノ毒 素 性 物 質 或 ハ之

二 因 ツテ 惹起 サ レル過 敏性 反 慮 等 二直 接 作 用 スル

モ ノ ト想 像 サ レノ㌔ 何 トナ レバSqUalogen塵 置 後

短 時 間 内 二病 歌 ヲ念 韓 直下 好 韓 セ シメ 、從 來 ノ病

患 二封 スルレ病 理 學 上 ノ髄 素 ヲ念 激 二攣 韓 、 梶 麗L、

頓 挫 セ シメ ル カ ラ デ アル α例 ヘ バ 、眞 性 肺 炎 ノ場

合 、其 ノ早 期 充 満 期(AnschopPungsStadium)二

Squalogeaヲ 庭 置 ス レバ 、 肝 攣 期(Hepatisations

Stadium)ヲ 経 過 勾 レコ トナ ク 、速 ニ滲 出 物 ガ融 解

吸 牧 サ レテ治 癒 ズ ル｡更 二之 ヲ肝 攣 期 二行 ヘ バ 、
　

是 叉念 速 ニ融 解 吸牧 サ レテ病 竈部 位 ガ 臨鉢 上雲 清

霧 散 ノ恰 姫 デ治 癒 ノ道 程 二突 入 ス ル ガ如 キ イ トモ

顯 著 ナ現 象 ガ各 實 験 例 ヲ通 ジテ 必 ズ認 メ ル 事實 デ

ア乃｡然 シ乍 ラ、 又一 方 カ ラ考 ヘ ル ト、SgUalogen

ノ有 効 性物 質 ハ殆 ド悉 ク該 液 内 二滞 存 ス ル カ ラ比

較 的 念 速 二第2次 的 冤 疫 的 物 質 ヲ産 生 スル 可能 性

ガ多 分 ニ ア リ得 ル トモ伝 ヘル 課 デ アノレ｡近 時SUlf

o且alnid刺 及 ビPenicilli益 等 ガ 各 々病 因 療 法 トシテ

III

名 聾 ヲ 博 シテ ヰル ガ 、何 レモ所 謂突 撃 療 法(Stoss

Therapie)デ 治癒 晦 到 ル マ デ 艦 液 内出 治 刺 ガ或 ル

濃 度 二存績 サ レテ ヰル コ トヲ治 療 ノ 眼 目 トシテヰ

ル ニ反 シ、余 ノSqUalogenハ1注 或 ハ1瑠 即滅 療

法(eingSpritzeod・einSchlagTherapie)或 ハ近代

的 流 行 語 ヲ借 リテ云 ヘ バ、 原 子爆 撃 的 療 法 卜云 ツ

テ ヨイ｡斯 ク 治効 二隔 タ リノ アル理 由 ハ若 シ其 ノ

機 韓 ガ同 一・トス レバ結 局 有効 性物 質 ノ量 ノ多寡 質

ノ 良 否 二擦 ル ト認 ム可 キ デ奏 効 機 序 ガ別 個 デ ア レ

バ 問 題 外野デ アル｡

PenicillinハPdhicilliumNotatUmト 唱 ヘ ル青 微

囑 ヵ ラ抽 毘 サ レ タ 有 効 成 分 デ アノレガ 、 元 々結 核

菌 ソ レ自髄 ガ廣 義 ノ細 菌 學的 分類 法 カ ラ観 テ微 、

分 岐 菌 乃 至線 歌 菌 ノ類 緊 ト看倣 ス學 者 モ多 イノ ダ
の

カ ラ、余 ノSqUalogen二 使 用 ナ レタST・ 菌 株 ノ

如 キ ハ釜 々其 ノ性 歌 一 般 カ ラ観 テ、徽 ニー 層 近接

シテ關 係 ノ深 イ歌態 デ アル ト云 ヘル｡從 ツテ余 ノ

Squalogen5Penicillinト ノ間 ニ ハ全 ク關 係 ガナ

イ トハ云 ヒ難 イガ、 其 ノ作 用機 縛 治効 有 能 因 子 等

ガ、 軍 二量 及質 二於 テ相 違 スル ノ ミデ、其 他 二於

テノ・全 クidentischデ アル5ハ 云 ヘ ナ イ｡何 トナ

レ・・e、Penicil!inノ有 効 成 分 ハ甚 ダ シクTherm・1abil

二反 シテSqualogenヲ 極 度 二Thermostabilデ アa
ゆ

ル コ ト、(此ノ瓢 直 接 的 抗 菌 性 物 質 トシテ ハ不 可 解

デ アル)或 ハ 又 、前 者 ハ保 存 二 由 ツテ効 債 ガ減 弱

ス ルガ 、後 者 ハ却 ツテ多 少 増 強 ヲ示 ス傾 向 ノアル

鮎 ナ ドノ相 異 、 即 チ前 者 ハ抗 性 物 質 性 デ ア リ後 者

ハ抗 元性 デ アル カ ラ デ アノレ｡以 上 ヲ詮 ジ詰 メ テ、

兎 モ 角 モ 、Squaloゆnノ 急 牲 肺 炎 二封 スル 治 効機

韓 ヲ臨林 上 カ ラ考 察 ス ル ト、其 ノ主 働 的 因 子 ハ 、

生髄 ヲ介 シテ第2次 的 二作 用 スル カ否 力只 今判 然

ゼ ヌガ何 レニ セ ヨ直接 病 因 的 ノ モ ノ デ アノ齢 云 ヘ

ル｡之 二附 帯 シテ、多 少聞 接 的 二作 用 スノ彩因 子 モ

考 ヘ ラ レル｡何Fナ レバ 、SJqualogen自{鐙 ハ所 謂

「リボ イ ド」蛋 白性 全免 疫 元的 性 質 ヲ モ兼 ネ備 ヘ テ

ヰ ノレカ ラ デ アル｡

急性肺炎昌於ケルSqualogenノ 臨淋實験

實 験 二使 用サ レタSqualogenハ 調 製後 約1年 半

及2年 半 ヲ経過 シタ モノ デ アル｡昭 和20年5月 著

者ハ戦災ノタメ郷里ノ僻村二疎開スルノ已ムナキ

ニ立ナ到ツタ｡本 實験例ハ悉 ク響里疎開中二行ハ
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レタ モ ノ ダカ ラ、 必 然精 細 ナ診 断 的 手 披 、 例 ヘ バ

「シ」線 槍 査 、實 験 室 内 ユ 行 ハeslPL・",般槍 索 、手段 、

手 技 等 ノ・豊 施 不 可能 デ ア ツタ コ トヲ断 ツテ置 ク｡

SqUalogenデ 治 療 シタ モ ノ ハ急 性 眞性 肺 炎20例 、

氣 管 校 性 肺 炎11例 デ ア ツタ ガ 、前 述!通 リ紙 面 ノ

關 係上 各 例 二就 テ臨 林 的 記 載 ヲ詳述 スル コ トガ 出

來 難 イノ デ概括 的 ニ摘 記 スル ◎、眞 性 急 性 肺 炎 ノ前

牟10例 ハ 、Squalo9鋤 ノ試 用 量 ガ砂 ク且 ツ皮下 注

射 ト シテ 行 ツタ カ ラ治癒 二到 凝マ デ可 成 リ 日時 ヲ

要 シ身 モ ノ モ ア ツタ ガ、 後 半10例 ハ悉 クSqua1-

ogen1.0-vl,5cc/1半 ヲ艀 脈 内 三淺 リノ1半 ヲ」筋肉
や

内 二施 ス方 法 ヲ探 ツタ ガ 、是 等 ノ モ ノ ハ凡 ベ テ24

綜

余 ノ本實 験 ノ結 果 ヲ綜 括 スル ト大 膿 次 ノ通 リデ

ア ノづ

1)Squalogenハ 無 毒1伏攣 異性 結 核 菌 株(s・T・)

ヲPア ル カ リ」卵 黄 水 培地 二焚 育 セ シメ テ得 タ モ ノ

デ 、 内存 スル 主 要 成 分 ハ 、培 地 レ共 二之 二溶 存 ス

ル 菌 ノ髄 外 及膿 内毒 素蝕 産 禺物 卜少 許 ノ菌 髄 デ 、

完 全 ナ1種 ノ所 謂 全冤 疫 元 二該 當 スル・｡

2)S.T・ 菌 株 ハ 、其 ノ細 菌學 的 性 歌 二於 テ ハ 、

聯 力徽 ノ類 鷹 二近 似 スル ガ 、其 ノ血 清 學 的 性歌 等

二至 ツ テ ハ、 典 型 的 有 毒 性結 核 菌 卜同 様 デ アル｡

故 二 、S.T・ 菌 株 ハ 、1面 カ ラ云 ヘ バ徽 麗 ノ王 者 デ

他 面 カ ラ観'レバ結 核 菌 ノ末 葉 デ、錯 雑 セ ル結 核 菌

ソ 牛命 環(life-cycle)二 於 ク ノ書,1揚 面 ノ假 リノ様 態

デ アル1ト惟 ハ ル｡從 ツテ、S・T・菌 株 ハ 、1面 ニ於

テ 、 自然 界 二普 汎 的 二散 在 ス ル所 謂 徽 類 ノ保 有 セ

リ ト惟 バ レル 有 能 因子(例 ヘ パ急 性 肺 炎 二治 効 ヲ

示 スガ如 キ)ヲ 最 大 限 ニ且 ツ完 全 二具 備 産 出 スル

歌態 ニ アル ト共 二 、他 面 二於 テ ハ 、本 來 ノ結 核 菌

ヵ ラ覗 殼 シテ、其 ノ有 害 、有毒 的過 敏 元 的性 厭 ヲ

殆 ド喪 央 セル ガ如 キ歌 態 デ ア ツテ、 典 型 的有 毒 結

核 菌 ト所 謂 徽 曝 トノ雨 域 二跨 リ中聞 二位 シテ躯 人

燈 ノ疾 病 二封 シテ 、=是等 ノ各 々ガ 獲 揮 ス ル有 効 性

特 長 ヲ完 全 二且 ツ最 大 限 二保 有 現 示 シ得 μ ガ 如 キ

最 モ尊 重 ニ値 スル 得 難 キ1菌 株 デアルF信 ズ｡但

シ、 奏 効 スノレ實 験 的根 擦 ハ追 ツテ報 告 ス ル｡

3)SqualogeRハ 有機 生髄 ニ墾・tシテ ハ 、急 性的

ニ モ慢 性 的 ニ モ.商 害 中毒 作 用 等 ハ 皆無 デ特 二禁

時間内二邸滅的治効 ヲ牧メタ｡注 射後時 々刻々・

自鍋及他鍋的症歌ガ念速二著明二緩解酒退 シテ凡

ソ聯 聞後迄矛ノ・灘 下熱 シテー般鰍 雲講 飛

ノ恰将デ無クナル｡故 二念性眞性肺炎 二於 テハ

Squal・genン 堤 量以上ヲaStw及 筋肉内注射 ヲ施

スコトニ依ツテ悉クー學二帥滅的治i効ヲ示スモノ

ト認メテヨイ｡急 性氣管校肺炎ハ、眞性肺炎二塊

較 シテ病因二複雑ナ黙ガアルカラ、眞性肺炎二於 ・

ケルガ如ク悉 ク迅速適確二治効ヲ上ゲ得ナイ場合

ガアリ得ル ト椎バ レルガ、著者ノ實験 シタ1ユ例中

2例 ヲ除ク外ハ何 レモ治癒 シテヰルカラ奏効可成

リ顯著デアル コトハ確實 デアル｡

括

忌 ト認ムノ咳 患ハナイ｡其 ノ有効性能ハ長期二亘

ツテ不攣 デ、極度二耐熱性(Thermostabil)ぞ アル｡

此 ノ黙カラ観 レパ其ノ有効性因子ハ抗元的 卜認 ム

ルガ姿當デアル｡ .
　

4) .Squalogen二 依 ノレ急'性i凝性肺 炎 ノ}台績 ノ、、

從 來 余 ノ 行 ツタ20例 二悉 ク獅 滅 治 癒 ヲ示 シタ｡

其 ノ 治癒i率プ輩 二10%デ アル ノ ミナ ラズ 、 其 ノ治

効 ノ迅 速 、駿 敏 ナ ル コ ト宛 モ利 双 乱 廓 ヲ断 ツガ如

ク 、其 ノ奔 放 自在 ナ 治績 ハ 、 洵 ニ天 衣 無 縫 、天 馬

室 ヲ 行 ク ノ概 ガ アル｡ユ 筒1注 ノ技 、 容易 二起 死

同 生 ノ妙 術 ト攣 ル｡從 來 眞 性 急 性 肺 炎 二 行 ハ レタ

所 謂 突 撃 療 法(Stoss-Thβrapie)ノ.域 ヲ脱 シテ 、是 ハ

1學 或 ハ1注 即 滅 療 法(einSch]ag・d.lineSpritze

Therapie)'ト 呼 稔 シテ可 ナ リb思 フ｡蓋 シ眞 性 急

性 肺 炎 ノ治療 剤 トシテ ハ、古 往 今 來 恐 ラク此 ノ右

二 臨 ル モ ノガ ナ イ｡治 療馨 界 ノ理 想
、極 致 二達 シ

ノ

タ モ ノ デ最早 コ レ以 上 二期 待 ス ル コ ト ガ 萬來 ナ

イ｡又 必 要 モ ナ イ デ ァ ラ ウ｡所 謂 急 性 氣 管 枝 肺 炎

ハ 其 ル成 因 、 診 漸 等 二於 テ甚 ダ複 雑 性 ヲ帯 ビテ ヰ

ル カ ラ、 翼 性 急 性 肪 炎 二於 ケル ガ如 ク悉 ク明 快 ナ

治 績 ハ上 ラ ヌガ、 從 來 ノ治 療 二較 べ テ遙 二優秀 ナ

結 果 デ アル コ トハ確 カ デ アル｡

5)急 性肺 炎 ノ特 効 的 療 法5シ テ古 ク ハMor・

genrothニ ョル 所 謂 化學 的Qpt◎chi"療 法 ガ 公 ニサ

レタ ガ 、大 シタ効 果 ハ期 待 萬來 ナ イ｡近 時 各 種 ノ

SulfOnamid剤 及米 ノPe且isillin等 ガ治 効 ア リ ト認

メ ラ レ、 治療i馨界 二名 聲 ヲ 博 シテ ヰル ガ 、是 等 ノ・
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治 測 卜、余 ノSqualogenヲ 比較 シテノ優 劣 二就 イ
ノ

テハ 、 臆 テ公 明 チ 追試 者 二 依 ツ テ漸定 サ レル時 ガ

アル ト信 ズ｡余 ハ是 等 ノ 治劇 トSqualogenbヲ 比

較討 議 ス ベ キ立 場 デ ナ ィガ1唯PeniciUinハPeni-

cilliumN｡tatumナ ル青 微 屡 ヨ リ抽1};サ レタ有 効

成分 ヂ ア リ トス レバ 、余 ノSq・ualGgenト ハ聯 力連

係 ガ アル カ モ計 リ難 イ｡

6)SqUalogenガ 急 性 肺 炎 ニ 治効 ヲ示 ス機 韓 ノ

主 役 ヲ演 ズ ル モ ノ ハ 、臨 鉢 上 ヨ リ観 テ 、生 髄 ヲ 介.

ス ル ト否 トニ係 テズ 直 接 的 病 因 性 デ ア ツテ 、肺 炎

病 因 二封 シテ極 度 ノ拮 抗 作 用 ヲ獲 揮 スル モ ノ ト惟

ノ、ンレO

"
7)上 述 スル 通 リ、SqUaYegen・ ・特 噸 牲 急 性

肺炎 二i封 シ テ、 文 字 通 リ、偉 効 ヲ 示 ス ガ 、 元 々

SqualogeR二 使 用 サ レタ細 菌 艦 ハ無 毒 性 攣 異 性 結

核 菌 デ アル カ ラ、典 型 的 有 毒 結 核 菌 ノ如 キ特 定 的

一
.結

絡 リニ遊 ミテー 言 述 ベ ル｡余 ノSqualogenハ 厩

理 窟 ノ}サテ躍 キ 、事 實 二於 テ文 字 通 リ念 性肺 炎 性

疾 患 二即効 帥滅 的 二奏 効 スル｡其 ノ偉 力 二於 テ ハ

恐 ラク所 謂原 子 爆 弾 二優 ル トモ劣 ラ ヌ感 ガ深 イ｡

面3'テ 、世 ノ原 子 爆 揮 ハ 、之 憲國 際 的 二悪 用 そ レ

バ 、 人類 ノ輻 社阯増 進 ハ愚 力 、文 化 ノ破 壊 デ デ リ、

人 類 相 互 ノ破 滅 、根 絶 二到 達 シ褻 ネ ナ イ トモ限 ラ

レナ イガ 、SgUalogen二 依 一」L原子 爆 彌 的 療 法 ハ 、'
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過 敏 元 的 有 害 作 用 ハ殆 ド認 メ ラ レナ イ¢ 從 ツテ 悔

之 ヲ結 核性 疾 患 二勤 シテ使 用 スル モ 、從 來 一 般 ノ

結 核発 疫 元 ノ如 ク、忌 ム可 キ過 敏 反 鷹 、刺 戟 作 用 等

ハ殆 ドナ ク 、相 當 治 効 ヲ牧 メ 得 ルb父S`qUalegen

ハ 各 種4傳 染 性 熱 性 疾 患 、 特 二不 可親 性 病 原鎧 二

因 ル疾 患(例 ヘ バ麻 疹 蛮 疹 チ シ ろ ノ如 キ/ニ 謝 シテ

モ 偉効 ヲ認 メル ガ從來 是等 ノ疾 患 ニ樹 シテ余 ノ経

験 シタ例 ハ甚 ダ紗 イ｡是 等 ノ疾 患 二就 テハ後 日追

ツテ報 告 ス ル機 愈 ガ アル ト思 フo又Squaloge澄 ハ

ー般 「リボ イ ド」蛋 白膿 刺戟 療 法 ン意 味 デ
、各 種 熱

性 疾 患 、虚 弱 膿 質 等 二使 用 シテ 細 胞 、組 織 ノ機 能

刷 新 賦 活 ヲ 由起 スノ払結 果 、 引 イテ 個腱 ノ抵 抗 力 ヲ

増 進 乃 至 冤 疫 力 ノ孫 騰 ヲ招來 ス井作 用 ガ ア リ、 此

ノ意 味 デ非 特 殊 的 全 琵 疫 元 ノ1種 ト シjp
.ノ利 用 贋

値 モ充5JNア ルO

言 癖

徹頭徹尾、世界人類ノ煽凝増進 二立脚寄與スルモ

ノデアツテ、今後幾多 ノ重篤病患者ガ、之二依 ツ

テ死線 ヲ脱 シテ同生ノ歓喜、法挽二甦μコトアル
ノ

ヲ想 ヘバ 、余 ノ多 年 ノ努 力 ガ徒 事 デナ カ ツタ コ ト

ヲ衷 心 カ ラ嬉 ビ宜 ツ紳 ノ啓 示 二樹 シテ深 ク感 謝 ス
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17)鴻 上 、 結 核 、 第22巻 第3號
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